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中学生が開発した村の看板商品シークヮーサー酢 SKS+S
販売開始から１年…　売上２万本達成 !!

未来につなぐ寄付金贈呈式、多大なる協力へ感謝状贈呈式

　１月 20 日（日）、第 28 回大宜味村産業まつりにおいて、昨年大宜味中１年生（当時）がシークヮーサーを活用し

て商品開発したシークヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓの販売に伴う寄付金の贈呈式と商品開発に連携協力していただいた企業

の方々への感謝状の贈呈式が行われました。

　贈呈式では有限会社北琉興産の名幸光芳さんから大宜味中２年生代表の平良琉翔くんへ販売寄付金が贈呈されまし

た。琉翔くんは「シークヮーサーを使い、商品開発をしてこのシークヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓが完成しました。寄付し

ていただきありがとうございます。これからもシークヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓと僕達を応援してください」と感謝の気

持ちを伝えました。

　シークヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓは発売開始から１年となり、現在までに２万本以上売上げる村を代表する商品となり

ました。売り上げの一部（１本につき 15 円）は大宜味中学生（中学校）に寄付されます。

　続いて行われた感謝状贈呈式では、商品開発に連携、協力していただいた生活協同組合コープおきなわ代表理事長

の山本靖郎様、有限会社北琉興産代表取締役社長の大城洋介様、株式会社たまぐすく代表取締役の比嘉直明様、総合

包装株式会社代表取締役の川上好永様に感謝状が贈られました。

　たくさんの方々の協力があって完成した村の特産品シークヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓ。売り上げの一部は中学校に寄付

されることで商品開発に関わった生徒だけでなく後輩たちにも役立てられる資金となります。

　これからも村や村の子ども達のためにこの商品を大事にしていきたいです。

自ら自分たちの商品をＰＲ 寄付金贈呈 商品開発のいろはを教えてくれた
コープおきなわ石原さん
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２平成 31 年成人式

　1月 4日（木）、大宜味村農村改善セン

ターにおいて、平成 31 年大宜味村成人

式が行われました。今年の成人者は28名、

そのうち 22 名が式典に出席しました。

　成人者はそれぞれの晴れ着を身にまと

い、親や来場者の方々へ立派に成長した

姿を披露しました。

　新成人を代表し吉本智稀さんは「成人

式をこうして元気に迎えることができた

のも家族や友だち、先生方、地域の皆さ

まのおかげ。私たちはこれから村と村民

にお返ししていくとともに、一人の社会人としての自覚を持ち、名実ともに大人と認められるように自

分を磨き精進していきたい。」とあいさつをしました。

　式典後には青年会による激励交歓会が行われました。お世話になった

恩師も駆けつけてくれ、先生方と一緒にカチャーシーをしたり、写真を

撮ったり、久々の再会を喜ぶ激励交歓会となりました。

平成 31 年　大宜味村成人式

↑みんな立派に成長しました !!

成人者代表：吉本智稀さん 成人を祝して鏡開き♪ 恩師の先生とカチャーシー !?

３ わんぱく⑦ウムニー＆修了式

焼き芋だけじゃない！芋のおいしい食べ方♪ 平成 30 年度わんぱく体験団

　早いもので今年度最後のわんぱくとなりました。

　みんなでレクをしたり、 田嘉里川へ行ったり、 キャンプしたり、 ダンボールハウスに泊まったり、 夕方にねんどし

たり、 芋を植えたり…って、 そう言えば、 ８月にイモの苗植えたよね？あの芋ってどうなったの？まさか、 教育委員

会の人が食べちゃった !?

　そんなことはありません。 立派に…？、 それなりに…!?、 何とか…育ちました。 さあ、 芋を食べよう！ でも焼くだ

けじゃつまらない。 そうだ、 ウムニーを作ろう！ って、 みんなウムニー、 わかるよね～？

第７弾 「ウムニーを作ろう！＆修了式」

　簡単に芋が掘れると思ったら大間違い…。 ここの土は固い…。 クワやスコップを使って芋を傷つけないよう少

しずつ掘り出します。 慣れない作業ですがここは男子が率先してやってくれました。 つられて女子たちも始動…

　芋を洗ったら、 丁寧に皮をむきます。 ここがポイント！！皮をきれいにむくことで、 ウムニーの舌触り、 おいしさが

左右されます。 皮をむいたら、 少量の水を入れて芋を炊きます。

　芋に火が通ったら、 今度は芋の上にサンニンの葉を敷き、 モチを蒸します。

　モチができたら、 サンニンの葉を取り、 少しずつ砂糖を加えながら竹の棒を使って芋と

モチを潰しながら混ぜていきます。 これからはひたすらつつきまくります。 芋とモチが一体

化するようとにかくつつきます。 途中で味見をし甘味が足りないと思ったら、 砂糖を足して

いきます。 砂糖中毒かと思うくらいどんどん砂糖を入れていく班。 終いには砂糖だけ舐め

始めたので没収させていただきました (-_-;)　そんなこんなで出来上がったウムニー。 一

生懸命頑張ったかいもあり、 どの班もおいしくできました。 たくさん食べてたね。

　この日は今年度最後のわんぱく。 活動後には修了式も行いました。 今年度の皆勤賞

は４名。 部活や行事で忙しい中、 活動に励んでくれました！その他のメンバーも１年間よく頑張りました！拍手！！
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４移動図書館・大宜味人のホッとする話・

　１月 19 日（土）、沖縄県立移動図書館が旧大宜味小学校の多目的教

室で行われました。

　今回は一人 15 冊まで貸し出しができ、用意された本は絵本や児童

書、小説、料理本など 200 冊以上。

　今年は産業まつりとの同日開催ということもあり、多くの方が移動

図書館へ訪れ例年以上の利用者数となりました。たくさんの本を前に

一つ一つじっくり選んでいる姿や、親子で読み聞かせをしている姿も

見られました。

　今年も無事に終了した移動図書館ですが、本を返すまでが移動図書

館です。

　村民のみなさん、本の返却忘れが無いようによろしくお願いします。

返却は２月 19 日（火）までです。

沖縄県立移動図書館がやってきた！

このコーナーでは地域の方々が取り組んでいるさまざまな活動を紹介していきます。

紹介してほしい活動などあれば教育委員会までご連絡ください。

村内のホッとな活動をご紹介♪ 大宜味人の　する話

「第 4回津波区新春駅伝大会お疲れさま」

　平成 31 年 1 月 3 日（木）、第４回津波区新春駅伝大会が開催されました。

　開始時刻の午前 9時には多くの区民が集まり、準備体操をしたりジョキングやコースの確認をした

り…、ドキドキしながらスタート時間を待ちました。

　津波区新春駅伝の特徴は老いも若きも自分の走れる距離を自ら申請することです。100ｍでも 200ｍ

でも自分の頑張れる距離を申告します。来年はもう少し距離を伸ばしてみよう、今年は走れなかった

けど、練習して来年挑戦してみようなど、駅伝の始まる前後の家庭での会話も増えたのではないでしょ

うか。

　今年の駅伝で一際目立ったのが渡部治さん。練習の成果が実り、その結果に笑みが見られました。

この時の成果が１月 13 日に行われた第 33 回大宜味村駅伝競走大会で発揮され、第 6区で素晴らしい

力走を見せ、見事区間賞を獲得。本人も「今年は手ごたえがあった」と笑顔で答えてくれました。お

めでとうございます！！今年の村駅伝には田村家、大城家ともに夫婦で参加してくれ区を盛り上げて

くれました。

　また、昨年の４月から大宜味中学校で働いている渡海団地の宮城さゆみさ

んが新春駅伝の参加賞や応援賞の賞状 30 枚以上を見事に書いてくれました。

　さゆみさんは書道を習い始めた小学校１年から高校卒業まで色んな賞を受

賞しており、「卒業後は仕事の傍ら書いていた。都合で途切れたこともあっ

たけれど、中学校に勤務してから書くチャンスがあり、自分の専門である浄

書で仕事ができる事に誇りを持てた。今後も自分のできることにチャレンジ

したい。一番嬉しかったのは津波部落から浄書を依頼されたこと。初めての

部落行事への参加とあって、多少緊張しましたが反省会の時、みなさんに紹

介してもらったので今後も何らかのかたちで部落の行事に関わっていきたい」と話してくれました。

　今年も津波部落は子どもたちから働き盛りの若者、いつまでも元気で頼りになる先輩方とともに集

落を盛り上げていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田春子

ホッと

５ 劇団たんぽぽ公演・お知らせ

新緑の塩屋湾を走ろう !

第 41 回　塩屋湾一周トリムマラソン大会よりお知らせ

お問い合わせ：塩屋湾一周トリムマラソン大会事務局

　　　教育委員会内　☎０９８０－４４－３００６　担当：前田まで

２０１９年４月２１日（日）開催決定

２月中旬より申込受付開始予定 ※詳細は村 HP などでお知らせします

              ※ただいまコース設定中！

例年通り、塩屋湾折り返し 屋古コース（３km ）はあります

日　時　  ：2019 年２月 23 日（土）19:00 ～ 20:30 終了予定

　　　　　　  ※天候により３月２日（土）に順延　

場　所　   ：石山展望台（根路銘 2268-1）

講　師　　：星みきさん（やんばる星み隊）

対　象　　：村民（未成年者は保護者同伴）　

定　員　　：先着 30 名　※要申込み　

参加費　  ：1 人 100 円（保険料）

持ちもの：懐中電灯（１グループ１本）、 寝袋または毛布

　　　　　　　 ※ブルーシートを敷き、 寝転んで観察します。 寒くならにように

服　装　　：とても寒いです　ジャンパー、 手袋、 カイロなど防寒を完璧に !

申し込み方法

参加希望者は２月 20 日（水）までに教育委員会に直接お電話ください。

定員に達し次第、締め切りますのでご了承ください。 ☎４４－３００６　担当：倉持

公民館講座　やんばる星空浴 in おおぎみ

星空を見上げながらゆっくりとした時間を過ごしませんか？

劇団たんぽぽ演劇鑑賞会
　１月 15 日（火）、大宜味小中学校体育館において保育所、幼稚園、

小学校を対象とした劇団たんぽぽによる演劇鑑賞会が行われました。

　今回は「くちぶえ番長」というヒロシとマコトの１年間の友情物語

で誰よりも強く、優しく、友達思いのマコトにヒロシやクラスメイト

が影響され、変わっていく姿にとても感動しました。「弱きを助け、

強きを挫く」をモットーに大宜味の子ども達も逞しく成長して欲しい

と感じました。また、演技にも少しでも興味を持ってもらえたら幸いです。

名護からベーグル屋ミスリさん

が移動販売に来ます♪

ベーグルとホットドリンクで

温まりながら星空浴を楽しもう♪
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村史編さんだより
第 94 号　2019 年 2 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　E メール :sonshi@vill.ogimi.okinawa.jp

村史編さんだより

仲井間幸子さん（饒波）に、
（左）野いちごを入れるツワブ
キの葉のカップ（右）ソテツの
葉を３枚重ねたほうきを実際に
作っていただきました。簡単に
出来て実用性も抜群です！

▲聞き取り調査の様子（左：根路銘、右：饒波）

大宜味村役場旧庁舎を設計した
～「沖縄コンクリート建築の父」清村勉の企画展と関連講座～

　1920（大正 9）年、国頭郡役所の建築技手として名護に赴任した清村勉。彼は、日本の建築界でもまだ十分確立されていなかった鉄筋

コンクリート技術を沖縄にいち早く取り入れた人物でした。沖縄の風土に根ざした建築設計に取り組んだ、「沖縄コンクリートの父」と

もいえる清村勉の業績とその人物像を紹介します。

＼お知らせ／

　１２月４日、第２回目となる「植物」の方言と利用法についての聞き取り調査を饒波と根路銘で行いました。
以下が今回の調査内容の一部です。
饒波 タブノキ（方言：トゥムル）白タブ（コーガーギー）は山にあり、皮は線香の香料や建材に使った。赤タブ
は集落に生えていた。 ガジュマル（ガジマル）樹液でガムを作った。 フカノキ（アサグル）木炭、家庭用のまな
板として利用。キクラゲ（ミミグイ）が生えた。 ギシギシ（ギシギシウム）根をとって酢を入れてタムシの薬。
ダンチク（デーク）田圃の堰（ビー）に使った。１６日の墓参りのとき、花がわりに活けた。 エゴノキ（シチャ
マギ、サーマギ）コケシの材料として出荷した。 アデク（アニク）鎌や鍬の柄に利用。 ゲッキツ（ギンギチ）ヘ
ラの柄に利用。
根路銘 イヌマキ（チャーギ）建材、床柱、三線の棹に利用。トートーメーに供えた。実を食べた。 ネズミノオ（ゲー
ジグサ）ウリガイを獲るのに使った。えさはミミズ。 タカワラビ（ファンギク）実を食べた。 ハイキビ（ナザキ）
ゴムカンの弾にした。 センダングサ（サシグサ）新芽を味噌汁に入れて食べた。山羊のえさ。 ハゼノキ（ファジ
ギー、ハジギー）かぶれたら枝に石をぶら下げた（おまじない）
　・・・今回も貴重なお話をたくさん聞かせていただきました！調査のご協力、ありがとうございました。

　　● 日時：平成 31 年 1 月 25 日（金）～ 2月 24 日（日）　10 時～ 18 時　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 毎週月曜と 2月 12 日（火）は休館

　　● 場所：名護博物館ギャラリー（入場無料）問合せ：0980-53-1342

関連講座　現存する清村建築とやんばるのコンクリート遺跡群

　　　　　（清村勉が設計した現存する建物を巡る見学ツアーです）

　　● 日時：2月 9日（土）13 時～ 16 時　※名護博物館ギャラリー集合

　　● 講師：宮城樹正（国頭村文化財保存調査委員長）

　　● 参加費：300 円（保険代・資料代） ※ 事前申込必要（先着 20 名） 

関連講座　知られざる風土建築家「清村勉」を語る　～その人物像と業績～

　　● 日時：2月 9日（土）16 時半～ 18 時　● 場所：名護博物館ギャラリー

　　● 講師：国梓としひで（作家・清村勉伝執筆）・木下義宣（元工業高校教諭）

　　● 参加無料　　　　　（主催：名護博物館・名護市教育委員会）

７ 村史編さんだより

大宜味村の間切・村図の紹介１

はじめに　村史編さん係で確認している地図は全部で 58 枚（中には戦後の江洲開拓に係わる地図等も含まれる）、

当初はこれらの地図にどのような来歴があるのか、何故、これまで表に出ずに役場の書庫に眠っていたのか見当

もつかなかった。「戦前の役場文書は戦争で霧散・焼失し大宜味村には古い公文書は一つも残っていない」という

のが通説となっているので、これらの地図は大宜味村の貴重な財産です。詳細は今後の調査によりますが、これ

から、それらの間切図・村図を何回かに分けて紹介していくことにします。　

　
間切図の来歴―『恩納間切地図・地籍図等資料解説書』（恩納村立博物館Ｈ27 年 ) にその来歴が次のように記され

ている。【明治32年(1899)～36年(1903)にかけて行われた土地整理の際に作成されたこれらの地図は、「村が間切、

字が村」と呼ばれていた時代の土地利用区域などが色分けされ、当時の各集落の様子を知ることが出来る貴重な

資料です。戦前は名護にあった登記所に原本、名護税務署に副本、恩納村役場に副本と三か所に保管されていま

した。しかし、戦時中の混乱で恩納村役場にあった副本は紛失してしまい、戦後、名護税務署保管の副本が恩納

村に戻されたのがこの地図です】―この記述から、大宜味村で確認された間切・村図も同様の経緯をたどって村

に戻って来たものと推し量られる。　

　
種類・内容・作成された年月日は書かれていない　・大きく分けて「國頭郡大宜味間切〇〇村全図」と「國頭郡

大宜味村字〇〇全図」のタイトルに分けられる　・縮尺は 6,000 分の１が多く、次いで 12,000 分の 1、少数なが

ら 30,000 分の１もある
タイプ１　

●サイズ（縦・短い辺×横・長い辺）はほぼ 55×80 ㎝　

●村（又は字）ごとに土地の区画や原の区画が表わされ、道路、 

　水路、杣山まで全て色分けされている。

●記載事項　タイトル、縮尺（あり・なし）、方向を示す指標、

　郡区境、間切境、村境、原境、原名、数字（等級）凡例はな

　い、6枚綴、10 枚綴のものもある、縦長の地形は山間部を分

　断し余白に描かれている

←タイプ１： 國頭郡大宜味村字田嘉里全図

タイプ２

●サイズ（縦×横）はさまざま（一番大きなもので約５５×　

　１５０㎝）繋ぎ合わせたり、上から別紙を被せ加筆・修正

　したものもある。

●記載事項

　タイトル、縮尺、方向を示す指標、主に道路や水路、原名、　

集落内の土地の区画を色分け、数字（等級）が記されている、

　凡例あり。凡例は字境、村境、間切境、郡区境、道路、水路

　の説明はあるが、色・数字についての説明はない

　　　　　　　　タイプ２：国頭郡大宜味間切田嘉里村全図→

※大宜味村史『民俗編』に数点カラー写真を掲載しています

●
別
紙
を
被
せ
加
筆
・
修
正
し
て
あ
る
部
分　
　
　
　
　
　
　
　

●
凡
例
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シークヮーサーのいろいろ　

　村の産業まつりも終わり、大宜味村の特産物であるシークヮーサーの季節も終わりに近づいている。

そして間もなく村花でもある香り漂う花の時期になる。

シークヮーサーは色づく頃になるとクガニーと呼ばれ、甘酸っぱい美味しい果物になるのだが、村内に

生えるシークヮーサーは全てがクガニーである訳ではない。クガニーは我々の先達が昔から山に自生す

るシークヮーサーの中から、長い時間をかけて甘酸っぱく美味しい系統を選抜して今日まで多く植えら

れているのが優良系統のクガニーになっているのである。大宜味村におけるシークヮーサーの種類（正

確には系統）は１０系統程が確認されている。クガニーと呼ばれている中にも甘みが強い、酸味が強い、

水っぽい等の食味を感じたことがあることだと思う。

これまで大宜味村で確認されているシークヮーサーの主な系統を記してみよう。

　◎クガニー・・・上述。

　◎イシクンブ・・やや少果で熟すと濃い紅色になり、美味しそうであるが酸が強く小鳥も食すのを

　　　　　　　　　敬遠するので遅くまで樹上にある。近年イシクンブの本数が激減している。

　　　　　　　　　イシクンブの特徴を生かした活用法があると思うのだが。絶滅危惧。

　◎イルヌガー・・大きさはクガニー程でやや色が薄い。皮を剥くと果皮の内側と果肉部分が白っぽく

　　　　　　　　　色が抜けた感じである。それでイルヌガーか？絶滅危惧

　◎ガラガラー・・果皮が少し粗く、皮を剥くと果皮と果肉の空間が大きく中身がガラガラな状態から

　　　　　　　　　ガラガラー　？絶滅危惧。

　◎タニブタ・・・種類的にはタチバナ。小果で果実の殆どが種で占められていて種だけということ

　　　　　　　　　からタニブタ？食味は酸味が強い。山中でいくらか散見。

　◎ミジクンブ・・やや小果で食味が酸・甘とも薄く水っぽいためミジクンブ？絶滅危惧

　◎キナハ・・・・温州みかん程の大果であるが食味がやや薄い。別種の可能性あり。

　　　　　　　　　喜納（キンナー）にあることからキナハ。絶滅危惧。

他にもあるが省略。これらの他に気がついたシークヮーサーの系統があると思われる方はご一報お願い

します。

うみがーみー

　冬のターブクからこんにちは。ど～も～♪セイタカシギです。

　すらっとした体、細いくちばし、白い羽、華奢な私はまるで水辺のバ

レリーナ♪水辺で餌を取る姿はとても軽やか♪ピンクの細長い脚も

チャームポイントなの。英名のスティルト（Stilt）は竹馬のことで、こ

の鳥の長い脚にちなんだものなんだって !!! この脚のおかげで他のシギ

類が入れない深さにまで入れることができるの。格好もいいし、便利だ

し素敵な私。水面に映る自分の姿に惚れてまうやろ～！なんちゃって。

今月の生きもの セイタカシギ：セイタカシギ科

　桜、 タンカンの季節がやってきました。 沖縄ならではの冬の風物詩ですが、 内地にいた頃は全く知りませんでした。 こたつ
にみかんとはいきませんが、 毛布に包まって桜を見ながらタンカン食べて冬を満喫したいと思います。 寒いな、 沖縄の冬…。

１日（金）区長会

３日（日）大宜味村教育の日

　　　　　きらめき発表会（大小）

　　　　　くがにー発表会（大中）

４日（月）大小・大中振替休日

５日（火）旧正月（春節）

６日（水）「体験の翼」事前学習会

８日（金）「体験の翼」西会津町訪問 ～ 11 日

11 日（月）建国記念の日

17 日（日）家庭の日

22 日（金）お別れ遠足（幼稚園）

体験の翼報告会

23 日（土）公民館講座

28 日（木）定例教育委員会会議

2 月 20 日

歌舞伎の日




